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創刊号に寄せて  

 

小出院長  

リハビリコラム  

入 院 患 者 様 の 書 道 作 品 掲 示 中  
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上板橋病院  

院長  

小出  純  
リ ウ マ チ 指 導 医  

「創刊に寄せて」 

当 院 は 1 9 6 4 年 故 大 畑 信 子 総 院 長 先 生 が 開 設 さ れ

て 以 来 『 リ ウ マ チ の 専 門 病 院 』 と し て 貢 献 し て ま い

り ま し た 。  

 

特 に 1 9 8 7 年 日 本 リ ウ マ チ 学 会 教 育 認 定 施 設  

（ 全 国 N o . 7）に 認 定 さ れ て か ら 、近 隣 の 患 者 さ ん だ

け で な く 、 関 東 一 円 の リ ウ マ チ 患 者 さ ん に 、 外 来 通

院 や 入 院 治 療 を 受 け て 戴 い て お り ま す 。  

 

さ ら に 、 全 世 界 同 時 進 行 の 新 薬 の

『 治 験 』も 、当 院 で 実 施 ／ 継 続 し て

い ま す 。  

（ 都 内 で は 、慶 應 大 学 病 院 と 東 京 女

子 医 大 病 院 と 、 当 院 の ３ ヶ 所 の み ） 

 

ま た 、こ れ か ら 来 年 に か け て 、経

口 薬 、 所 謂 「 飲 み 薬 」 で 、 先 程 の   

『 生 物 学 的 製 剤 』に 効 果 が 匹 敵 す る

「 新 薬 」が 、日 本 で も 新 登 場 し ま す 。 

も ち ろ ん 、当 院 で も 、真 っ 先 に 採 用

／ 処 方 致 し ま す 。  

 

そ の 『 生 物 学 的 製 剤 』 も 、 当 院 で は   

6 種 類   エ ン ブ レ ル 、  

ヒ ュ ミ ラ  

シ ン ポ ニ ー  

オ レ ン シ ア  

ア ク テ ム ラ   

レ ミ ケ ー ド  

最 も 高 頻 度 の １ 回 ／ 週 か ら 、  

低 頻 度 の １ 回 ／ ２ ヶ 月 ま で 、 様 々 で す 。  

方 法 も 、 皮 下 に 注 射 し 、数 秒 で 終 了 の も

の か ら 、 点 滴 注 射 に て 、 ３ ０ 分 ～ ２ 時 間

ま で 色 々 あ り ま す 。  

 

現 在 の リ ウ マ チ の 診 断 、 検 査 お よ び 治 療 、  

特 に 最 新 治 療 に は 目 を 見 張 る も の が あ り ま す 。  

 

一 昔 前 で は 全 く 考 え ら れ な か っ た 、 画 期 的 な  

治 療 法『 生 物 学 的 製 剤 』な ど が 、当 院 で も 毎 月 3 0 0

人 以 上 の リ ウ マ チ 患 者 さ ん に 多 大 な 恩 恵 を も た ら

し て い ま す 。  

実 は 、 他 に も 、 次 々 有 力 な 「 新 薬 」 が 目 白 押 し な の で す 。  

要 す る に 、近 々 、1 0 種 類  近 く の 最 新 の「 切 り 札 」を 手 に す る こ と に な り ま す 。

か か る “ 最 新 の 治 療 ” を 受 け な い 理 由 は 、 ど こ に も 見 当 た り ま せ ん 。  

『 リ ウ マ チ 』 は 、 難 し い 病 気 で す が 、 不 治 の 病 で は 決 し て な く な り 、『 寛 解 』 や  

『 治 癒 』 が 目 の 前 に 来 て ま す 。 ど う か 、 あ き ら め な い で 下 さ い 。  

必 ず 、 お 一 人 お 一 人 に 合 っ た 有 効 な 治 療 薬 が 見 つ か り ま す 。  

 

上 板 橋 病 院 と リ ウ マ チ  

全 世 界 同 時 進 行 の 新 薬 の 治 験  生 物 学 的 製 剤 は 、 頻 度 や 方 法 な ど 様 々  

『 リ ウ マ チ 』 は 良 く な る の で す ！  そ し て 、『 リ ハ ビ リ 』 も

非 常 に 大 事 で す 。  

「 最 適 な 」 治 療 薬 が 見 つ か り 、 少 し ず つ 良 く な っ て き た ら 、

一 緒 に 『 リ ハ ビ リ 療 法 』 を 併 用 す る こ と で 、 間 違 い な く 、

元 気 で 、 爽 快 な 「 明 日 」 が 待 っ て い ま す  ！ ！  

 

上 板 橋 病 院 は 、「 寛 解 」 や 「 治 癒 」 を 目 指 し 、 最 新 の 治 療 を 提 供 し ま す 。  

 

リウマチレクチャー  
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「 こ の 運 動 を す れ ば 腰 痛 に 効 く ・ ・ 」

や 、「 簡 単 3 分 エ ク サ サ イ ズ ・ ・ 」 と

い っ た 色 々 な 運 動 は 、 様 々 な メ デ ィ ア

で 紹 介 さ れ て い ま す 。  

 

し か し 、 身 体 と い う も の は 、 多 様 な 個

人 差 が あ り ま す 。  

姿 勢 か ら 違 う し 、 遺 伝 的 な 要 素 、 生 活

習 慣 な ど に よ っ て も 身 体 の 状 態 は

様 々 で す 。  

ま た 、 身 体 の 違 和 感 や 痛 み は 、 ケ ガ に

よ る 原 因 も あ り ま す が 、  

こ う し た 、個 人 的 な 体 の 使 い 方 や 習 慣

が も た ら す 事 が 多 い の で す 。  

身 体 を 使 っ て 、 感 じ て 、 動 い て い

る の は 、 自 分 自 身 で す 。  

 

自 分 の 身 体 を 知 れ ば 、身 体 の 変 化

（ 痛 み や 疲 労 、 姿 勢 な ど ） に 気 づ

い て 、そ れ に 応 じ て い く こ と が で

き ま す 。  

自 分 で 別 な 状 況 を 作 っ て 、変 化

さ せ る こ と が 出 来 る の で す 。  

日 々 の 生 活 の 中 で 、自 分 の 身 体 を

知 る ・ 気 づ く こ と が 大 切 に な っ て

く る の で す 。  

身 体 を 知 る ポ イ ン ト は 、対 称 性 で す 。 

利 き 手 ば か り を 優 先 使 用 し て い る と 、

身 体 に ゆ が み が 生 じ 、姿 勢 や 動 作 に 影

響 し た り し ま す 。  

運 動 は 、身 体 の 対 称 性 や 正 中 活 動（ 身

体 の 真 ん 中 の 中 心 軸 か ら の 動 き ）が 前

提 と な り 、 効 率 的 に 遂 行 さ れ ま す 。  

 

簡 単 に 言 う と 、身 体 が 右 に 偏 っ て い れ

ば 、重 心 は 右 に 傾 き 、左 へ 動 か し に く

く な り ま す 。ま た 、右 に 身 体 が 傾 く 分 、

左 に 戻 そ う と す る 筋 活 動 が 起 き 、そ こ

が 疲 労 し 、 左 の 腰 痛 が 起 き た り し ま

す 。  

対 称 に あ る か を 知 る に は 、 鏡 を 見 た

り 、 人 に 聞 い て も い い の で す が 、  

大 切 な の は 、 自 分 の 感 覚 で す 。  

猫 背 に な っ て い な い か ？ ど の よ う な

姿 勢 で い る こ と が 多 い か ？  

な ど 自 分 で 感 じ て 検 証 す る こ と が 重

要 で す 。  

 

肩 こ り や 腰 痛 を 持 っ て い る 人 は 、肩 や

腰 に 力 が 入 っ て い る 時 間 が 多 い は ず

で す 。  

つ ま り 、「 お っ 、 肩 に 力 が は い っ て い

る な ぁ 、ふ ～ 力 を 抜 か な き ゃ 」と 身 体

の 状 態 に 気 付 き 、知 っ て あ げ れ ば 工 夫

も で き て き ま す 。  

意 識 し て 、自 分 の 身 体 に 聞 き な が ら 、

感 触 を 確 か め な が ら 、  

気 付 い て あ げ る 事 そ の も の が 、健

常 の 状 態 に 戻 し て い く 作 業 に な

る の で す 。  

 

自 分 の ラ イ フ ス タ イ ル の 中 で 、 自 分

の 身 体 を ご 自 愛 し て 付 き 合 っ て く だ

さ い ね 。 も ち ろ ん 、 ど ん ど ん 運 動 し

て 、 小 さ な 、 新 し い 自 分 の 変 化 を 感

じ て い き ま し ょ う ！  

リハビリコラム  

リハビリテーション科  

理学療法士  

白木  靖次郎  
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答 え は 下 に あ り ま す  

 

 

リハビリクイズ  

嚥 下 障 害（ 食 べ 物 を 飲 み 込 む 障 害 ）の あ る 方 に と っ て 、 

ど れ が 一 番 、 食 べ や す い で し ょ う ？  

Ａ ： ご は ん   Ｂ ： ハ ン バ ー グ   Ｃ ： お 味 噌 汁  

 

 

答 え ： A ごは ん  粘 り気 が あ り 、 口 の 中 で 一 塊 に まと め 易 く 、 咀 嚼 （か み 砕 く ） しやす く 、 飲 み 込 み やす い ため 。  

 本 館 B１ の リ ハ ビ リ 室 前 の 壁

面 に 、 入 院 患 者 さ ん の 書 道 作 品

を 掲 示 し て い ま す 。  

 

 作 業 療 法（ O T）で の リ ハ ビ リ

と し て 実 施 し ま し た 。 書 道 に よ

り 、 上 肢 ～ 手 の 運 動 や 、 注 意 機

能（ 集 中 力 や 、行 為 の 持 続 な ど ）

や 構 成 機 能 （ 形 や バ ラ ン ス ） な

ど 、 様 々 な 機 能 を 促 せ ま す 。  

 

ま ぁ 、 楽 し め る リ ハ ビ リ が 、 心

と 身 体 に は 、 一 番 で す ね 。  

 

ぜ ひ 、 作 品 を ご 覧 に い ら っ し ゃ

っ て 下 さ い ね 。  

入院患者さんの作品  


